
刊RSR形   
（ミニチュアタイプ）  

蔚
 
乳
 
 

9，5  3，5×6×4．5   150（3）230（5）310（7）430（10） 171  40  15  6  450  670  1．68．  1．83  3．08  0．069  0．92   
550（3）60（6）  

15  6×9．5×8．5   220（3）280（4）340（5）460（7）   60  20  9．5  900  ・1300  4．98．  5．38  7．72  0．245  1．95  
640（10）880（14）  

RSR7M   

RSR9  
20  15  2．5  30  18  13    M2×2．5  7，8  

RSR9M  
M3  4．2  9  5．5  4．5  

RSR9K  
20  15  2，5  30．5  18    10  M3×3  7．8  M3  4，2  9  5．5  4．5 

RSR9MK  

RSR12X  
27  20  3．5  34  23  15  13  M3×3．5  10  M3  5．2  12  7．5  

RSR12MX  

RSR15  

R声R15M   
32  25  3．5  42  29  20  16  M3×4  12  M4  6．2  15  8，5  7．5  

RSR2⊂I  

R！∋R2t⊃M   
46  38  4   62  46  38  25  M4×6  17．5  5．5  M6  9，2  20  13  10  

●M記号付はステンレス製を表わします。 なお，M記号付は準標準品として在庫されております。   
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取付面の精度   

標準のミニチュア」MガイドRSR形はボール転走面の形状に  取付面の精度が出ないような個所に使用する場合はボール転  

に変更したRSFモ‥・A形（準  を採用していますのて，2軸平行に組合せて使  走面の形状を  ゴシックアーチ溝   サーキュラーアーク溝   

用する場雀＼，取付面の精度や2軸の平行度が悪いと，ころがり  

抵抗が増加し，重力きが悪くなることがありますのて◆，取付面の  

精度は表4の数値以‾下を推奨します。  

表4 取付面の精度  単位：mm  

標準）の使用を推奨します。  

RSR・＝A形の取付面精度の推奨値を表5に示します。  

表5 RSR‥・A形の取付面の精度 単位：mm  

平 行 度   平 面 度   

RSR 7A   0．009   0．120／200   

RSR9A   0．Oll   0．160／200   

RS剛2A   0．O15   0．200／200   

RSR15A   0．O18   0．250／200   

RSR20A   0．025   0．350／200   

2軸平行度   平 面 度   

RSR 7   0．003   0．025／200   

RSR 9   0．004   0．035／200   

RSR12   0．089   0．050／200   

RSR】5   0．O10   0．060／200   

RSR20   0．O13   0．＝0／200   

60 ∩            掛  闘    「   ∪  

注1）取付面の精度は複合する場合が多いので，上記数値の70％以下を  

推奨します。  

注2）上記数値は普通すきまの場合に適要されます。Clすきまでの2軸  

使用の場合は，上記数値の50％以下を推奨します。  
5  d  




